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令
和
7
年
　
土
庄
町
議
会

12
月
定
例
会
議
案

審
議

　
12
月
定
例
会
は
12
月
２
日
に
開
会
し
、
12
月
９
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
５
件
、

条
例
７
件
、
契
約
２
件
、
人
事
案
件
１
件
、
そ
の
他
１
件
が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
付
託
に

よ
る
審
査
を
経
て
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
９
月
定
例
会
で
設
置
し
た
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
は
、
全
て
の
決
算
を
認
定

し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

町職員給与等に係る
　　　　補正予算などを可決

【職員給与費】
令和７年人事院勧告による公務員の給与改定を行う費用
【職員給与費】
令和７年人事院勧告による公務員の給与改定を行う費用

令和７年度一般会計補正予算（第３号）　
１億302万４千円の増額

総額 110億3229万７千円

3,505
万円

【中央学校給食センター運営事業】
物価高騰による町内小中学校に供給する給食材料費の増額を行う費用
【中央学校給食センター運営事業】
物価高騰による町内小中学校に供給する給食材料費の増額を行う費用

768
万円

〜
主
な
補
正
予
算
の
内
容
〜

1,538
万円

130
万円

障害福祉サービスの利用者増に
対応する費用
障害福祉サービスの利用者増に
対応する費用

新規販路開拓に取り組む町内の法
人又は個人事業者に対し補助金を
交付する費用

新規販路開拓に取り組む町内の法
人又は個人事業者に対し補助金を
交付する費用
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付
託
審
査
で
の
主
な
質
疑

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

《
大
野
》
こ
の
計
画
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
財
政
措
置
が
あ

る
の
か
。

《
企
画
財
政
課
》
計
画
に
基

づ
く
事
業
に
対
し
て
過
疎
対

策
事
業
債
の
活
用
が
可
能
と

な
り
、
元
利
償
還
金
に
対
し

て
普
通
交
付
税
が
７
割
措
置

さ
れ
る
。

農
業
人
材
支
援
事
業

《
小
川
》
県
の
認
定
要
件
は
。

今
回
の
申
請
者
は
養
蜂
を
行

う
と
い
う
こ
と
だ
が
巣
箱
等

の
設
置
基
準
は
あ
る
の
か
。

《
農
林
水
産
課
》
認
定
要
件

は
、
兼
業
農
家
と
し
て
５
年

以
上
農
業
を
継
続
さ
せ
る
意

思
が
あ
る
か
な
ど
。

　
今
回
の
申
請
者
は
、
日
本

ミ
ツ
バ
チ
で
の
養
蜂
と
な

り
、
巣
箱
の
設
置
に
は
県
へ

の
申
請
が
必
要
と
な
る
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
公
園
駐

車
場

《
森
》年
間
の
歳
入
見
込
み
は
。

《
商
工
観
光
課
》
現
状
の
ま

ま
推
移
す
る
と
２
千
万
円
を

超
え
る
収
入
に
な
る
。

乳
児
等
通
園
支
援
事
業

《
鈴
木
》
対
象
年
齢
は
。

《
教
育
総
務
課
》
６
カ
月
か

ら
満
３
歳
未
満
。

《
岡
本
》
利
用
さ
れ
る
方
に

意
見
を
聴
く
よ
う
な
場
を
設

け
る
の
か
。

《
教
育
総
務
課
》
利
用
者
に

と
っ
て
よ
り
良
い
方
法
を
検

討
す
る
。

◎乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
　・乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）とは、保育所等に通っていない０歳６ヶ月～３歳未満の
　　子どもを対象に、保護者の就労状況に関わらず、月一定時間まで（例：月１０時間）保育所などで過ご
　　せる新しい通園制度である。子どもの健やかな育ちを応援し、家族以外との関わりや多様な経験の機会
　　を提供するとともに、保護者の育児負担軽減も目的としており、２０２５年度から法制化され、２０２６
　　年度からは全国の自治体で本格実施される予定。

本会議での討論

福
本
耕
太
議
員

反
対

川
本
議
員

賛
成

　孤
立
す
る
子
育
て
の
不
安
に
応
え
、
親
の
就
労
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る
と
い
う
理
念
は
、
全
面
的
に
同
意
す
る
。

　し
か
し
、
こ
の
制
度
の
内
容
は
、
余
り
に
も
保
育
現
場
の
実
態
を
無
視

し
、
大
き
な
懸
念
が
あ
る
。

　①
直
前
の
予
約
も
可
能
と
い
う
制
度
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
発
達
状
況

　
　な
ど
、
必
要
な
情
報
が
把
握
さ
れ
ず
、
命
に
関
わ
る
事
故
が
起
き
る

　
　可
能
性
が
あ
る
。

　②
保
育
士
は
、
子
ど
も
た
ち
の
特
性
や
特
徴
を
踏
ま
え
、
最
善
の
保
育

　
　が
子
ど
も
た
ち
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
専
門
性
を
発
揮
し
、
子
ど
も
と

　
　の
安
定
的
、
継
続
的
な
関
わ
り
を
重
視
し
て
い
る
が
、
当
該
制
度
で

　
　構
築
が
で
き
る
の
か
が
疑
問
が
残
る
。

　付
託
を
受
け
た
委
員
会
に
お
い
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
て
い
る

の
で
賛
成
。
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活動報告
総務建設常任委員会

【 建設課 】
行者原住宅建替事業
老朽化した改良住宅の建て替え
を目的としており、全体計画は既
存の住宅24戸に対して、建替13
戸、改修１戸、解体20戸と集会所１
棟の新築を予定している。
今年度は、既存住宅の解体工事
及びＢ棟新築工事に着手してい
る。現在は、屋根の仕上げを行って
おり、今後、サッシの取付け、内部
造作、仕上げ作業と進み、これらと
並行して電気・機械設備工事を行
い、令和８年２月中旬の完成を目指
している。

行者原住宅B棟

崩れた石垣 地域おこし協力隊、活動報告会の様子

【 企画財政課 】
過疎地域持続的発展計画
令和３年度に策定した現行計画

が令和８年３月末で満了となるため、
令和８年度から令和12年度までを
期間とする新たな計画に更新を行う。
計画の構成にあたっては、特別措
置法及び県の指針に基づき、地域
の現状や課題、人口動向などを踏ま
えるとともに、法で指定された12分
野の現況や問題点、それに対する
対策及び事業計画を記載したもの
となる。

【 総務課 】
スマホ土庄町役場

土庄町公式LINEを活用し様々な
取り組みを12月から運用開始する。
町からのお知らせを通知する情報
発信だけでなく、ごみの捨て方やカ
レンダー表示、１月からは施設のオン
ライン予約を渕崎第二グラウンドか
ら試験的に開始する。また、こども園
や小中学校の欠席連絡などにも活
用していく。今後も必要な機能につ
いて各課と調整し追加する。

【 企画財政課 】
地域おこし協力隊の採用

（公共交通活性化推進活動）
島民や観光客にとって重要な移
動手段であるバスは、欠かせない
公共交通機関であるが、深刻な人
材不足が続いている。この課題に
対応するため、島内交通の運行維
持を目的とし、ドライバーとしての
業務に加え、情報発信やイベント
企画など公共交通の活性化を進め
る地域おこし協力隊を採用し、小
豆島オリーブバス株式会社に出向
を予定している。【 農林水産課 】

台風15号農地災害復旧事業
９月４日から５日にかけて台風
15号の接近に伴う大雨により、見
目地区の農地で石積が崩壊する事
案が１件発生した。農地管理者か
ら被害の報告があり、災害復旧事
業の申請を行った。査定の結果、
申請どおり承認されたので、12月
議会において補正予算を計上した
いと考えている。

【 総務課 】
総合ハザードマップ
町民自らが災害にあわせて的確

な避難行動をとるために必要な災
害に関する情報及び共通項目を掲
載する。
最終版はA１版（59㎝×84㎝）で
両面印刷となり、令和８年４月の広
報で全戸配布する予定。

問

答

【大野】登録は１つの窓口で行
えるのか。
登録はLINE上で各機能ご

とに利用者が行い、従来どおり
の申請方法や電話連絡なども
併用する。

問

答

【福本耕太】液状化しやすい
地域等は載せないのか。
載せられる情報に限りがあ
り、現状は掲載していない。
液状化の情報については、県
が公表しているマップがある
ので、そちらで確認をお願いし
たい。

問

答

【福本耕太】バスの免許を取
得済が要件なのか。
現状はそうだが、免許を取
得する支援も含めて、考えてい
きたい。
【濵野】将来的にどうするとい
うことを、募集した時点でしっ
かりと頭に入れて事業を行っ
てほしい。

意

11月17日開催
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各委員会の
11月17日開催 教育民生常任委員会

園庭整備中の大鐸こども園

【 住民環境課 】
軽自動車税申告用
住所確認書の廃止

本年度、地方公共団体の基幹業
務システムが全国統一仕様に移行
する。新システムでは市町独自のカ
スタマイズが不可能となり、これま
で町が独自にカスタマイズして発行
してきた軽自動車の新規登録など
に必要な「住所確認書（軽自動車
税申告用）」（無料）の発行が困難
になる。受益者負担の観点や他市
町の状況、普通自動車登録時の証
明書が有料であることを考慮し、
交付を廃止することとした。今後
は、住民票の写し（有料）等を取得
していただくことになる。

【 住民環境課 】
ペロブスカイト太陽電池付
シェルターの寄贈

積水化学工業株式会社から大
阪・関西万博会場に設置されてい
たペロブスカイト太陽電池付の
シェルター（全長約25ｍ）や配電
盤、蓄電池を町へ寄贈いただける
こととなった。シェルターは、ペロ
ブスカイト太陽電池によって発電し
た電力をシェルター内の照明に使
用する設計となっている。
今後、設置場所の決定、輸送費
や設置費の試算を行い、具体的な
活用方法を検討しながら事業を進
める。

問

答

【鈴木】壊れたあとの処分は。

ペロブスカイト太陽電池の
破棄は積水化学工業㈱が行
い、配電盤、蓄電池は町で処
分となる。

問

答

【岡本】シェルターを分割して
設置できるのか。

分割すると蓄電池等が別途
必要になるので１カ所での設
置を検討している。

【 生涯学習課 】
施設予約システムの試験運用
公共施設の予約をオンライン化

するシステムの試験運用を開始す
る。これにより、窓口での書面予約に
加え、LINEを活用したオンライン予
約を導入することで、24時間いつで
もどこでも施設の空き状況を確認し
て予約することが可能となり、住民
の利便性を向上させるとともに、行
政サービスの効率化を図る。
今回の試験運用の対象施設は、
渕崎第二グラウンドで、期間は令和
8年1月5日から3カ月程度を予定し
ている。

問

答

【川本】キャッシュレスなどの
決済機能は。

将来的には導入をすること
が望ましいと考えている。当該
施設に限らず、全庁導入時の
観点から、コスト面を含め、検
討していきたい。

【 健康福祉課 】
地域おたすけ送迎支援

事業の見直し
　大部地区で行っている送迎支援
事業を今後、継続していくために、利
用拡大に向け、事業内容の見直しを
図ることとした。
①バス乗降時の送迎場所の追加
　田井、琴塚地区については最寄り
　バス停へ送迎する。
②利用目的の拡大
　大部診療所、郵便局ATM、地区
　内行事への参加への送迎を追加
　する。
③住民への周知の強化
　紙媒体と合わせて、防災無線等
　を利用し幅広く、周知をしていく。

問

答

【井藤】新たに追加する場所に
ついて帰路はどうなるのか。

事前に時間等、予約してい
ただければ対応する。

【 教育総務課 】
大鐸こども園建設事業
本年度が最終年度となり、6月に
旧園舎解体工事と園庭整備工事、
監理業務を契約した。まず、旧園
舎解体工事に着手をし、9月末に工
事を完了している。現在は、園庭整
備工事を順次進めているところで
ある。

【 教育総務課 】
乳児等通園支援事業
（こども誰でも通園制度）
こども誰でも通園制度とは、全
ての子どもの育ちを応援し、良質
な成育環境を整備するとともに、
全ての子育て家庭に対して、保護
者の多様な働き方やライフスタイ
ルにかかわらない形での支援を強
化するため創設された新たな通園
制度である。
対象者は、保育所や子ども園に
通っていない6カ月から満3歳未満
の子で、利用方法については、月
10時間の枠内で時間単位での利
用が可能。保育所との違いは、就労
や妊娠・出産などの要件がない。

問

答

【鈴木】対象者は町内で何人。

30名ぐらいが対象。

問

答

【岡本】土庄こども園の子育て
支援である、ぴよぴよルーム
とは別事業か。
別になる。現在、土庄保育
園で実施を考えている。
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年度決算を認定 予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
審
査

一般会計　歳入

109億6,695万円

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

移
住
・
定
住

《
濵
野
》
移
住
し
て
き
た
人

が
の
ち
に
町
外
に
出
て
い
く

理
由
等
は
調
査
し
て
い
る
の

か
。

《
企
画
財
政
課
》
転
出
時
に

任
意
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
し

て
い
る
。
転
出
理
由
は
島
内

に
希
望
の
転
職
先
の
選
択
肢

が
な
い
と
い
う
回
答
が
多
い
。

消
防
団
施
設
維
持
管
理

《
小
川
》
消
防
団
施
設
の
老

朽
化
へ
の
対
策
は
。

《
総
務
課
》
７
分
団
そ
れ
ぞ

れ
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
、
建

替
え
が
必
要
な
所
が
あ
る
。

予
算
要
求
を
し
、
順
次
、
対

応
し
て
い
く
。

収
納
率

《
濵
野
》
国
民
健
康
保
険
税

の
収
納
率
が
悪
い
理
由
は
。

《
税
務
課
》
各
自
治
体
も
苦

労
し
て
い
る
現
状
で
は
あ
る

が
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
年

金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
国

保
加
入
者
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
移
行
し
て
お
り
、

収
納
率
が
少
し
落
ち
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

町
営
住
宅
使
用
料

《
宮
原
》
滞
納
繰
越
分
が
毎

年
増
加
し
て
い
る
が
対
応
は
。

《
住
民
環
境
課
》
令
和
６
年

度
時
点
で
約
２
５
０
万
円
あ

る
。
協
議
等
を
行
い
、
一
部

分
納
で
対
応
し
て
い
る
が

減
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

土
庄
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

《
鈴
木
》今
後
の
運
営
方
法
は
。

《
建
設
課
》
建
築
し
て
か
ら

30
年
以
上
が
経
過
し
て
、
雨

漏
り
等
も
あ
り
、
大
規
模
な

改
修
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業

《
福
本
達
雄
》
近
年
、
松
枯

れ
が
多
い
が
対
策
は
。

《
農
林
水
産
課
》
気
候
な
ど

の
自
然
環
境
や
樹
木
の
健
康

状
態
と
い
っ
た
複
合
要
因
に

左
右
さ
れ
る
た
め
、
完
全
に

防
止
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

何
も
対
策
を
講
じ
ず
放
置
す

れ
ば
被
害
は
拡
大
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
被
害
木
の

早
期
発
見
や
除
伐
、
現
行
の

地
上
散
布
を
行
う
こ
と
で
被

害
の
抑
制
を
図
っ
て
い
く
。

う
み
ま
ち
サ
ポ
ー
ト

《
濵
野
》
利
用
さ
れ
た
方
か

ら
の
感
想
は
。

《
健
康
福
祉
課
》
小
豆
島
中

央
病
院
と
連
携
病
院
と
の
連

携
が
ス
ム
ー
ズ
で
安
心
感
が

あ
る
と
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
、
退
院
後
の
支

援
、
産
後
ケ
ア
指
導
な
ど
、

そ
の
他
の
事
業
の
接
続
の
方

も
、
良
好
で
あ
る
。

教
員
不
足

《
鈴
木
》
全
国
的
に
教
員
不

足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が

町
の
小・中
学
校
の
現
状
は
。

《
教
育
総
務
課
》
当
初
の
定

数
は
配
置
で
き
た
が
小
学
校

で
は
産
休
・
育
休
の
２
名
の

代
替
が
配
置
で
き
て
い
な

い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
を
通

じ
募
集
し
、
会
計
年
度
職
員

を
採
用
し
対
応
し
て
い
る
。

豊
島
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸
出

《
宮
原
》
古
い
自
転
車
の
処

分
方
法
は
。

《
商
工
観
光
課
》
各
課
に
て

21
台
を
有
効
活
用
し
て
い

る
。
劣
化
が
激
し
い
残
り
に

つ
い
て
は
リ
ユ
ー
ス
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
を
10
月
２
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
開
催
し
、

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
の

決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　令和６年度一般会計の決算は、
歳入総額109億6,695万円（前年
度比9.7％増）、歳出総額104億
9,507万円（前年度比13.1％増）と
なった。前年度から累積する繰越
金や財政調整基金繰入金などの
黒字要素および赤字要素を除い
た差引額（実質単年度収支）は、4
億3,172万円の赤字となった。
　また、令和6年度の財政調整基
金残高は2億312万円増の約30億
6,114万円、一般会計の町債残高
は、前年度比約1億3,277万円増の
約124億3,872万円となった。

令和６年度決算認定

自主財源
30.8％

依存財源
69.2％

町　税
14億3,575万円
（13.1%）

繰入金
5億2,163万円（4.8%）

寄附金
4億2,446万円
　　　（3.9%）

町民税
5億8,495万円
固定資産税
6億4,472万円
たばこ税
9,688万円
軽自動車税
7,165万円
入　湯　税
1,755万円

繰 越 金
3億8,554万円
（3.5%）

繰 越 金
3億8,554万円
（3.5%）
諸 収 入
3億1,537万円
（2.9%）

使用料及び手数料
2億 1,355 万円（1.9%）
分担金及び負担金
5,879万円（0.5%）
財産収入
2,160万円（0.2%）

地方交付税
39億1,830万円
（35.7%）

町　債
13億3,922万円
（12.2%）

国庫支出金
12億8,886万円
（11.8%）

国庫支出金
12億8,886万円
（11.8%）

県支出金
5億980万円
（4.6%）

交付金など
5億3,408万円
（4.9%）
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各会計の令和６◆財政調整基金（一般会計）の残高

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

◆町債（一般会計）の残高

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度 一般会計　歳出

104億9,507万円

28億5,802万円

30億6,114万円

16億1,663万円

18億1,840万円

126億9,275万円

123億595万円

124億3,872万円

126億1,199万円

130億1,485万円

決
算
認
定
に
対
す
る

本
会
議
で
の
討
論

主
な
意
見

免
許
返
納
時
に
貰
え
る
バ
ス
券
の
使
用
勝
手

が
悪
い
の
で
利
便
性
の
い
い
タ
ク
シ
ー
等
に

も
利
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
ほ
し
い
。

費
用
も
多
く
掛
か
る
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
た
め
に
も
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
者
が
減
っ
て
き

て
い
る
の
で
周
知
方
法
、
費
用
対
効
果
等
を

考
え
、
今
後
の
方
向
性
、
十
分
検
討
し
て
ほ

し
い
。

王
子
前
分
譲
地
に
残
っ
て
い
る
１
筆
の
Ｐ
Ｒ

方
法
を
工
夫
し
、早
期
売
却
を
お
願
い
す
る
。

※

財
政
調
整
基
金

　
　
予
期
し
な
い
収
入
減
少
や
災
害
等
に
よ

　
る
支
出
増
加
に
備
え
、
余
裕
が
あ
る
年
度

　
に
積
み
立
て
た
貯
金
。

※
町
債

　
　
事
業
を
行
う
際
の
財
源
不
足
を
補
う
た

　
め
の
長
期
借
入
金
の
こ
と
。
将
来
、一般
財

　
源
に
よ
り
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・・・・

賛
成

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
し
て
、
問

題
が
多
く
あ
り
反
対
す
る
。

　
こ
ど
も
さ
く
ら
公
園
工
事
の

必
要
性
に
疑
問
が
あ
る
た
め
反

対
す
る
。 鈴

木
議
員

　
概
ね
必
要
な
事
業
に
必
要
な

予
算
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
が

改
善
改
正
す
べ
き
点
も
複
数
あ

る
の
で
反
対
す
る
。

①
　
部
落
解
放
同
盟
へ
の
団
体

　
　
助
成
お
よ
び
特
定
地
区
住

　
　
民
へ
の
個
人
給
付
。

②
　
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

　
　
賃
金
の
４
月
遡
及
を
す
べ

　
　
き
。

③
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
、
こ
ど

　
　
も
さ
く
ら
公
園
整
備
予
算
。

④
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

反
対
福
本
耕
太
議
員

　
本
来
、
反
対
で
あ
れ
ば
予
算

審
議
時
に
修
正
案
を
提
出
す
べ

き
。

　
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
の

中
で
不
適
切
な
予
算
運
用
、
違

法
性
は
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
適

正
な
も
の
と
し
て
認
定
す
べ
き
。

反
対

石
井
議
員

24億3,164万円

総 務 費
20億6,746万円
（19.7%）

民 生 費
24億5,977万円
（23.4%）

衛生費
15億2,221万円

（14.5%）

公債費
12億5,465万円

（12.0%）

公債費
12億5,465万円

（12.0%）

土 木 費
10億6,682万円
（10.2%）

土 木 費
10億6,682万円
（10.2%）

教育費
9億9,674万円
（9.5%）

消 防 費
4億18万円
（3.8%）

農林水産業費
2億7,218万円
（2.6%）

商 工 費
3億3,307万円
（3.2%）

議会費7,941万円（0.7%）
労働費3,008万円（0.3%）
災害復旧費1,250万円（0.1%）
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12 月定例会の審議結果

●賛否の分かれた議案

●全会一致で可決した議案

議　案　等

12月定例会

12月定例会

議
決
結
果

関
連
ペ
ー
ジ

岡
本
真
澄

石
井

　亨

宮
原
隆
昌

森

　英
樹

小
川

　務

井
藤
茂
信

大
野
一
行

鈴
木
美
香

福
本
耕
太

川
本
貴
也

福
本
達
雄

濵
野
良
一

認
　定

可
　決

令和６年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算並びに
公営企業会計決算の認定
（一般会計、特別会計、公営企業会計の歳入歳出決算を認定するもの）

一般会計補正予算（第３号）
（１億302万４千円を追加し、総額を110億3229万７千円とする）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
（261万２千円を追加し、総額を17億1745万６千円とする）

福祉サービス事業特別会計補正予算（第１号）
（412万２千円を追加し、総額を9916万３千円とする）

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
（303万７千円を追加し、総額を20億1143万９千円とする）

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
（76万２千円を追加し、総額を３億64万６千円とする）

行政組織条例の一部を改正する条例
（公図の閲覧及び管理を廃止することに伴い、条例の一部を改正するもの）

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
（令和７年人事勧告による公務員の給与改定に伴い、条例の一部を改正するもの）

手数料徴収条例の一部を改正する条例
（税務証明手数料を改め、住民の利便性の向上及び証明事務の負担軽減を図るため、条例の一部を改正するもの）

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
（児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する内閣府令の施行に伴い、条例の一部を改正するもの）

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
（児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する内閣府令の施行に伴い、条例の一部を改正するもの）

工事請負契約の締結
（町道沖之島線道路整備工事（基礎工）（第16工区）契約者：三和運送有限会社、契約金：5742万円）

工事請負契約の変更
（町道沖之島線道路整備工事（鋼矢工）（第12工区）契約者：東洋建設株式会社四国支店、契約金：２億1428万円）

大鐸財産区管理会財産区管理委員の選任
（委員：佐伯富和氏）

過疎地域持続的発展計画
（過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の規定により定める）

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
（児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する内閣府令及び児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の
一部を改正する内閣府令の施行に伴い、条例の一部を改正するもの）

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
（児童福祉法の改正に伴い、乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定めるため、条例を制定するもの）

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ －

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ －

P5

P3

◯：賛成　 ●：反対　 棄：棄権　／：除斥　 －：議長（議長は採決に加わりません）

◯令和７年度補正予算

◯条例の一部改正

◯契約

◯人事 ◯その他

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

同
意
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議
員
１
人
に
つ
き
３
つ
以
上
の
質
問
が
あ
る
場
合
は
、そ
の
う
ち
２
つ（
◆
マ
ー
ク
の
も
の
）の
内
容

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。全
文
は
、二
次
元
コ
ー
ド
を
利
用
し
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆燃えるごみ
◆排外主義、差別を許さないために
〇審議委員の構成
〇土庄町政

鈴木　美香　・・・　P12
すずき      み    か

◆小豆島中央病院の安定経営

宮原　隆昌　・・・　P10
みやはら　たかまさ

◆会計年度任用職員の賃金追加２年分を支払うべきだ
◆こども園・保育園への通園にも補助を
〇「０歳から２歳まで」の保育料無償化について、具体的な計画の進捗状況は
〇公共施設の再利用について、公平性・公共性を担保する上で改善は

福本　耕太　・・・　P13
ふくもと　こうた

◆介護保険制度における今後の取り組み

森　 　英樹　・・・　P11
もり　　　ひでき

一
般
質
問
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小
豆
島
中
央
病
院
企
業

団
の
経
営
状
況
は
、コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
空
床
保
証

を
含
む
コ
ロ
ナ
補
助
金
等

で一時
期
、黒
字
と
な
っ
て
い

た
が
、コ
ロ
ナ
後
の
令
和
６

年
度
か
ら
は
赤
字
経
営
と

な
っ
て
い
る
。今
後
も
少
子

高
齢
化・人
口
減
少・医
師・

看
護
師
確
保
の
難
し
さ・患

者
数
の
減
少・人
件
費
や
物

価・光
熱
費
等
の
上
昇
と
い

う
複
合
的
な
課
題
に
よ
り
、

更
に
経
営
が
厳
し
い
状
況

に
な
る
。

　
全
国
的
に
、自
治
体
が
設

置
す
る
公
立
病
院
の
多
く

が
赤
字
状
態
で
、令
和
６
年

度
で
は
赤
字
の
割
合
が
86
％

と
い
う
報
告
も
あ
る
。

　
年
々
増
加
し
て
い
る
土

庄
町一般
会
計
予
算
か
ら
小

豆
島
中
央
病
院
へ
の
負
担

金
等
は
令
和
４
年
度
　約
２

億
７
３
０
０
万
円
、令
和
５

年
度
　約
２
億
７
４
０
０
万

円
、令
和
６
年
度
　約
３
億

４
０
０
万
円
と
なって
い
る
。

今
後
も
最
大
限
、注
意
す
べ

き
で
あ
る
。

　
小
豆
島
中
央
病
院
の
赤

字
解
消・経
営
改
善
を
図
る

た
め
に
は
、小
豆
島
中
央
病

院
の
努
力
は
当
然
で
あ
る

し
、島
の
実
情
に
応
じ
た
対

策
が
必
要
で
る
。

　
小
豆
島
中
央
病
院
が
地

域
の
命
綱
と
し
て
、安
定
的

な
経
営
を
持
続
す
る
た
め

に
、土
庄
町
と
し
て
の
対

策
、そ
し
て
町
民
と
し
て
何

が
出
来
る
の
か
質
問
す
る
。

　
小
豆
島
中
央
病
院
は
、人

口
減
少
や
慢
性
的
な
医
療

職
の
不
足
、更
に
は
近
年
の

物
価
高
に
よ
る
医
療
材
料

費
の
高
騰
等
に
よ
り
、厳
し

い
経
営
状
況
が
続
い
て
い

る
。

　
地
方
公
営
企
業
で
独
立

採
算
制
が
原
則
で
あ
る
が
、

一
方
で
、救
急
医
療
や
小
児

医
療・周
産
期
医
療
な
ど
の

不
採
算
医
療
の
ほ
か
、人
材

確
保
の
た
め
に
必
要
と
な
る

経
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、公
に

よ
る
支
援
が
必
要
で
、両
町

で
負
担
金
や
補
助
金
に
よ
り

経
営
支
援
し
て
い
る
。

　
病
院
も
、「
経
営
強
化
プ

ラ
ン
」を
策
定
し
、看
護
師

数
に
見
合
っ
た
大
規
模
な
病

棟
再
編
を
行
い
、編
成
替
え

を
行
う
と
と
も
に
、放
射
線

科
の
常
勤
医
師
の
確
保
に
よ

り
、新
た
に
診
療
報
酬
上
の

画
像
診
断
管
理
加
算
を
取

得
し
た
ほ
か
、年
度
内
に
は
、

３
階
病
棟
を
、よ
り
高
い
入

院
料
の
算
定
が
可
能
な
地

域
包
括
医
療
病
棟
と
す
る

予
定
で
、経
営
安
定
化
に
向

け
た
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
って
い
る
。

　
住
民
の
皆
様
は
、入
院
や

救
急
が
必
要
な
二
次
救
急

医
療
に
お
い
て
、積
極
的
に

小
豆
島
中
央
病
院
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
、緊
急
性
の

な
い
診
療
時
間
外
の
受
診

を
控
え
て
ほ
し
い
。

　
小
豆
島
中
央
病
院
は
小

豆
島
島
民
の
生
活
と
健
康

を
守
る
た
め
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
で
あ
り
、そ
の
維
持
、

強
化
は
持
続
可
能
な
町
を

目
指
す
土
庄
町
に
不
可
欠

で
あ
る
。今
後
と
も
か
か
り

つ
け
医
と
の
連
携
や
救
急

医
療
の
提
供
、災
害・感
染

症
対
策
の
拠
点
と
し
て
存

続
し
、土
庄
町
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
必
要
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
体
制
が
維

持
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
私
自
身
も
小
豆
島
中
央

病
院
企
業
団
議
会
の
議
員

と
し
て
経
営
安
定
に
向
け

て
尽
力
し
て
い
く
。

宮原隆昌 議員
みや はら たか まさ

意

小豆島中央病院の安定経営

問

答
健
康
福
祉
課
長

一　般　質　問

医療機関からのお願い

診療時間内の受診にご協力ください

夜間、病院に行くべきか迷ったら
電話相談を活用しよう！（24時間受付）

一般向け
救急電話相談
15才～高齢者の方

＃７１１９

小児
救急電話相談
15才未満の方

＃８０００
（注意）

すぐに救急車が必要な場合は

１１９番へ
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　介
護
保
険
制
度
の
周
知

や
相
談
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　65
歳
到
達
時
に
は
被
保

険
者
証
を
送
付
し
て
い
る

が
、全
員
が
す
ぐ
に
サ
ー
ビ

ス
利
用
す
る
わ
け
で
は
な
い

た
め
、そ
の
時
点
で
詳
細
説

明
は
行
って
い
な
い
。 

　
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
、健
康
福
祉

課
で
申
請
案
内
か
ら
相
談

対
応
ま
で一つ
の
窓
口
で
で
き

る「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
」を

構
築
し
て
い
る
。ま
た
、地

域
サ
ロ
ン
等
へ
の
出
前
説
明

も
実
施
し
、住
民
へ
の
制
度

理
解
の
促
進
に
努
め
て
い
る
。

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

　介
護
保
険
料
の
推
移
と

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

介
護
を
支
え
る
人
材
の
確

保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　介
護
保
険
は
、
誰
も
が

か
か
わ
る
制
度
で
あ
り
、

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
仕
組
み
で

あ
る
。 

　「負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
」
と
「
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
き
ち
ん
と
受
け
ら
れ

る
こ
と
」
の
両
立
が
重
要

で
あ
る
。
今
後
も
住
民
に

寄
り
添
っ
た
施
策
を
丁
寧

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　介
護
予
防
や
地
域
づ
く
り

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　
過
去
10
年
間
で
基
準
額

は
５
，３
０
０
円
か
ら 

６
，３

５
０
円
へ
と
上
昇
し
て
お

り
、県
平
均
よ
り
や
や
高
い

水
準
で
あ
る
。 

　
今
後
に
つ
い
て
は
、65
歳

以
上
の
人
口
は
減
少
す
る一

方
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
多
い
85
歳
以
上
の
人
口
が

増
加
す
る
た
め
、２
０
４
０

年
頃
ま
で
は
保
険
料
の
上

昇
傾
向
が
続
く
見
込
み
で

あ
る
。答

健
康
福
祉
課
長

　
今
後
、介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
と
な
る
85
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
、高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
増
加
し
て
い

く
見
込
み
で
あ
る
。 

　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
よ

り
、要
支
援
又
は
要
介
護
状

態
の
発
生
を
で
き
る
限
り
遅

ら
せ
る
と
いっ
た
取
り
組
み
、

ま
た
、高
齢
者
が
可
能
な
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、住
ま
い・医

療・介
護・予
防・生
活
支
援

が一体
的
に
提
供
さ
れ
る
体

制
、い
わ
ゆ
る「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」に

向
け
た
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
現
在
、町
の
取
組
と
し

て
、老
人
会
や
地
域
サ
ロ
ン

に
講
師
の
派
遣
や
体
操
用

具
等
を
貸
し
出
す
な
ど
、地

域
で
の
健
康
づ
く
り
活
動
を

支
援
し
て
い
る
。 

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
、活

動
実
績
に
応
じ
ポ
イ
ン
ト
付

与
す
る「
介
護
予
防
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」を
開
始

し
、多
く
の
高
齢
者
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
活
動
が
広

が
って
い
る
。 

　
ま
た
、国
の「
地
域
づ
く

り
加
速
化
事
業
」に
参
加

し
、専
門
家
の
助
言
や
住
民

意
見
を
踏
ま
え
、次
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
反
映
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
島
内
で
介
護
職
員
初
任

者
研
修
を
開
催
し
、受
講
料

助
成
も
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

処
遇
改
善
加
算
の
周
知
徹

底
に
努
め
る
と
と
も
に
、国・

県
に
対
し
て
制
度
の
充
実
を

求
め
て
い
る
。

一　般　質　問

介護保険の現状と
　　　　今後の取り組み

問

問

問

問

意

地域サロン（渕崎公民館）

森　英樹 議員
もり ひでき
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　近
頃
、若
者
だ
け
で
な
く

高
齢
者
な
ど
幅
広
い
層
で

ネ
ッ
ト
情
報
の
み
で
判
断

し
て
い
る
よ
う
だ
。価
値
観

が
多
様
化
し
、情
報
過
多
の

昨
今
は
、何
が
真
実
か
わ
か

ら
な
い
難
し
い
時
代
に
な
っ

た
。わ
か
り
や
す
さ
や
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
文
言
は

印
象
に
残
り
、真
偽
の
定

か
で
な
い
情
報
を
う
の
み

に
す
る
危
険
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。   

　一
方
、島
で
も
石
材
業
、

介
護
職
等
、相
当
数
の
外
国

人
が
働
い
て
い
る
。す
で
に

彼
ら
が
い
な
い
と
社
会
が

回
ら
な
く
な
っ
て
い
る
現
実

が
あ
り
、あ
り
が
た
い
存
在

で
あ
る
。外
国
人
と
共
生
し

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、土
庄
町
と
し
て
も
差

別
を
許
さ
な
い
強
い
姿
勢

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
が
何
か
対
処
し

て
い
る
の
か
。 

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業

は
、
食
品
ロ
ス
の
関
心
の

高
ま
り
が
期
待
で
き
、
有

意
義
。
通
年
で
の
実
施

は
、
夏
場
の
高
気
温
に
よ

る
品
質
や
賞
味
期
限
の
問

題
が
あ
り
難
し
い
が
、
毎

年
１
回
の
実
施
を
春
と
秋

の
年
２
回
の
実
施
を
検
討

し
た
い
。

　可
燃
ご
み
の
中
で
食
料

品
の
廃
棄
が
多
い
結
果
が

出
た
が
、フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

を
通
年
行
え
な
い
か
。

　ご
み
の
量
を
減
ら
す
た

め
に
徳
島
市
、愛
知
県
小
牧

市
等
で
、可
燃
ご
み
の
袋
表

記
を「
可
燃
ご
み
」か
ら「
燃

や
す
し
か
な
い
ご
み
」の
表

記
に
変
更
し
た
と
の
事
。土

庄
町
で
も
で
き
な
い
か
。

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て

い
る
中
に
紙
や
ト
レ
ー

等
、
再
利
用
可
能
な
資
源

が
あ
る
た
め
、
分
別
の
意

識
を
高
め
、
ご
み
の
減
量

化
を
目
的
と
し
「
燃
や
す

し
か
な
い
」
と
の
表
記
に

変
更
し
た
自
治
体
例
も
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。 

　
本
町
も
ご
み
減
量
化
を

検
討
し
て
い
る
の
で
、
指

定
ご
み
袋
の
在
庫
状
況
、

分
別
、
再
資
源
化
の
在
り

方
な
ど
も
考
慮
し
、
前
向

き
に
検
討
す
る
。
今
後
、

地
区
衛
生
協
議
会
で
議
題

に
上
げ
た
い
。

※

Ｒ
７
年
10
月
に

　
集
ま
っ
た
食
品

　
小
豆
島
で
外
国
人
支
援

を
行
っ
て
い
る
一
般
社
団

法
人
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
に

よ
る
と
、
現
在
、
島
内
に

は
約
４
０
０
名
の
外
国
人

が
住
ん
で
お
り
、
多
く
は

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
来
た
技

能
実
習
生
で
、
オ
リ
ー

ブ
、
石
材
業
な
ど
地
場
産

業
や
介
護
現
場
を
支
え
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
彼

ら
は
日
本
語
を
勉
強
し
、

職
場
や
地
域
の
一
員
と
し

て
頑
張
っ
て
い
る
。
町
内

で
は
、
こ
れ
ま
で
外
国
人

を
対
象
と
し
た
、
ヘ
イ
ト

差
別
の
報
告
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
差
別
の
な

い
多
文
化
共
生
の
地
域
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
め

に
、
今
後
も
様
々
な
周
知

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

燃えるごみ
問

問

問 排
外
主
義・差
別
を
許
さ
な
い
た
め
に

一　般　質　問

鈴木美香 議員
すず き み か

答
健
康
福
祉
課
長

答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

フードドライブとは、家庭で余っている食べきれ
ない食品（お中元やお歳暮の缶詰、買いすぎた
米や乾物など）を集めて、フードバンクや福祉団
体、子ども食堂などを通じて食料を必要として
いる人や施設に無償で寄付する活動。
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昨
年
度
は
、正
職
・
会
計

年
度
職
員
を
合
わ
せ
て
国

か
ら
４
２
４
５
万
円
が
措
置

さ
れ
た
。し
か
し
全
員
に
支

払
う
た
め
に
は
、５
２
０
０

万
円
余
必
要
で
１
０
０
０
万

円
不
足
に
な
る
。今
年
は
金

額
も
未
定
。

福本耕太 議員
ふく もと こう た

　
本
来
、
支
払
い
義
務
が

あ
る
賃
金
を
「
職
制
」
で

区
別
し
、
支
払
わ
な
い
と

い
う
こ
と
が
差
別
を
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
昨
年
度
は
、月
額
職
員

１
８
５
人
に
対
し
６
万
３

千
円（
一
人
あ
た
り
）、日

額
・
時
給
職
員
36
人
に
対

し
１
万
４
千
円（
同
）が
不

払
い
だ
。町
は
、今
年
も
支

払
わ
な
い
と
い
う
。つ
ま

り
会
計
年
度
職
員
に
対
し

２
年
分
、12
万
６
千
円（
月

額
職
員
）と
２
万
４
千
円

（
日
額・時
給
職
員
）が
不

払
い
と
な
る
。全
額
支
払

う
べ
き
だ
。

答
総
務
課
長

　
そ
も
そ
も
４
月
遡
及
と

は
、物
価
高
騰
に
よ
る
実

質
賃
金
の
低
下
に
対
す
る

不
足
分
の
補
填
だ
。元
々
、

こ
の
お
金
は
賃
金
で
あ
り

支
払
い
義
務
が
あ
る
。総

務
省
の
通
知
文
書
に
も

「
賃
金
の
適
正
化
」と
書
い

て
あ
る
。単
な
る
賃
上
げ

で
は
な
い
。ま
た
、会
計
年

度
職
員
も
正
職
と
同
様
に

適
正
化
を
促
す
通
達
が
出

て
い
る
。 

 

正
職
員
に
は
２
年
分
全

額
支
払
っ
て
い
る
の
に
会

計
年
度
職
員
に
全
く
払
わ

な
い
の
は
差
別
だ
。「
あ
る

　
様
々
な
理
由
で
、都
会

か
ら
子
育
て
世
帯
が
移
住

し
て
く
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。都
会
で
は
、自
動
車
や

免
許
の
保
有
の
必
要
性
が

な
い
た
め
、わ
が
町
で
生

活
を
始
め
る
と
保
育
園
へ

の
通
園
に
か
か
る
交
通
費

の
負
担
が
高
額
に
な
る
。

バ
ス
定
期
の
補
助
な
ど
対

策
を
と
れ
な
い
か
。

集
団
の
中
で
、特
定
の
属

性
を
持
つ
個
人
や
集
団
に

対
し
、属
性
を
理
由
に
不

当
に
異
な
る
扱
い
を
行
う

こ
と
」が
、国
際
社
会
に
お

け
る
差
別
の
定
義
だ
。 

　
会
計
年
度
職
員
は
土
庄

町
職
員
で
は
な
い
の
か
。

答

町
　
　長

答

町
　
　長

　
町
職
員
と
認
識
し
て
い
る
。

　
認
め
て
い
る
な
ら
明
確

な
差
別
だ
。

　
差
別
し
て
い
る
と
い
う
認

識
は
な
い
。会
計
年
度
職
員

の
職
制
等
を
鑑
み
て
判
断

し
て
い
る
。

答
総
務
課
長

　
現
時
点
で
は
、そ
う
し
た

ケ
ー
ス
は
多
く
な
い
の
で
、

世
帯
ご
と
に
個
別
に
対
応
し

て
い
く
。過
去
に
実
例
が

あ
っ
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
同

乗
や
バ
ス
定
期
の
購
入
補
助

な
ど
を
提
案
し
て
い
く
。

一　般　質　問

会計年度任用職員の賃金

問

意

問

問

問

こ
ど
も
園・保
育
園
へ
の

　
　
　
　
　通
園
に
も
補
助
を

町所有のスクールバス



14 とのしょうとのしょう議会だより議会だより No.103

　今回の写真は、昭和32年に旧北浦小学校の木造２階建ての校舎が完成した時のものです。現在の
北浦公民館の場所ですが、周辺にはまだ建物も少なく、県道の海岸の松並木が際立っています。50年
以上前ですが、この校舎の前のグラウンドでバレーボール大会が盛大に行われ、参加したことを覚え
ています。ちなみに当時の北浦小学校の全校児童数は377人でした。

議会を傍聴して
みませんか？

新
年
あ
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
の
９
月
に
は
、「
土
庄
町
施

政
70
周
年
記
念
式
典
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

12
月
に
は
、四
年
に一
度
の
町
長

選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。町
民
の
皆
様

か
ら
選
ば
れ
た
町
長
の
今
後
の
行
政

が
、「
議
会
だ
よ
り
」を
通
し
て
町
民

の
皆
様
に
届
け
ら
れ
ま
す
。議
会
も

新
た
な
緊
張
感
を
も
って
町
政
に
挑

ん
で
い
き
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
が
議
会
だ
よ
り
を

読
ま
れ
、親
し
ん
で
い
た
だ
き
、土
庄

町
行
政
の
情
報
源
と
し
て
益
々
活

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
広
報
特

別
委
員
会
は
、創
意
工
夫
を
し
、努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
議
会
だ
よ

り
を
ご
愛
読
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

世
間
で
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

流
行
っ
て
い
る
様
子
、町
民
の
皆
様

に
は
体
調
管
理
に
ご
留
意
さ
れ
ま
し

て
新
年
も
健
康
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
願
って
お
り
ま
す
。

《
大
野
　一
行
　記
》

《
編
集
後
記
》

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　宮
原
　隆
昌

副
委
員
長

　　石
井
　
　亨

委
　
　員
　
　濵
野
　良
一

委
　
　員
　
　大
野
　一
行

委
　
　員
　
　井
藤
　茂
信

委
　
　員
　
　小
川
　
　務

委
　
　員
　
　岡
本
　真
澄

　次回定例会は３月初旬の
予定です。
場所：土庄町役場４階　議場
　日程等は町ホームページで
２月下旬頃にお知らせします。
　傍聴席での傍聴のほか、ロ
ビーでモニターによる傍聴、 
後日配信される録画を視聴す 
ることができます。 
　YouTube「土庄町議会」で 
検索を。 

詳しくは議会事務局へ
☎（0879）62-7011

☆表紙について

11月12月1月
17
日21

日
25
日

27
日

２
日　

９
日15

日
７
日

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

小
豆
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

議
会
運
営
委
員
会

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
定
例
会

12
月
定
例
会
本
会
議

総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

12
月
定
例
会
本
会
議

全
員
協
議
会

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
定
例
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
の
動
き

令
和
７
年
10
月
22
日
〜
令
和
８
年
１
月
21
日


